
五

専
攻
学
科
目　

地
球
・
惑
星
科
学

生　

年　

月　

昭
和　

五
年
一
一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
二
九
年　

三
月 

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同　

三
一
年　

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
数
物
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

三
三
年
一
〇
月 

カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
大
学
地
球
物
理
学
部
博
士
課
程
修
了

同　

三
三
年
一
〇
月 

Ph.D
. 

同　

三
四
年　

四
月 
米
国
シ
カ
ゴ
大
学
フ
ェ
ル
ミ
研
究
所
助
手

同　

三
五
年　

七
月 
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
大
学
地
球
物
理
研
究
所
助
手

同　

三
六
年
一
一
月 

東
京
大
学
理
学
部
助
手

同　

三
九
年　

九
月 

理
学
博
士

同　

四
〇
年　

四
月 

東
京
大
学
理
学
部
講
師

同　

四
一
年　

四
月 

東
京
大
学
理
学
部
助
教
授

同　

四
九
年　

四
月 

東
京
大
学
理
学
部
教
授

同　

五
一
年　

二
月 

米
国
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
客
員
教
授

同　

五
八
年　

四
月 

ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
客
員
研
究
員

平
成　

元
年　

五
月 

英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
客
員
教
授

同　
　

二
年　

六
月 

大
阪
大
学
理
学
部
教
授
（
平
成
六
年
三
月
ま
で
）

同　
　

三
年　

四
月 

東
京
大
学
名
誉
教
授

同　
　

四
年　

五
月 

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
客
員
教
授
（
平
成
六
年
七
月
ま
で
）

同　
　

七
年　

九
月 

フ
ラ
ン
ス
・C

R
PG

-C
N

R
S-N

ancy
客
員
研
究
員
（
平
成
八
年
九
月
ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

小お　

嶋じ
ま　
　
　

稔み
の
る



二
二

Ph.D.
・
理
学
博
士
小
嶋　

稔
氏
の
「
希
ガ
ス
の
地

球
惑
星
化
学
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

希
ガ
ス
に
は
発
見
順
（
Ne
以
下
は
ほ
ぼ
同
時
）
に
、
ヘ
リ
ウ
ム
（
He
）、
ア

ル
ゴ
ン
（
Ar
）、
ネ
オ
ン
（
Ne
）、
ク
リ
プ
ト
ン
（
Kr
）、
キ
セ
ノ
ン
（
Xe
）
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
化
学
的
に
不
活
性
で
、
放
射
性
起
源
の
成
分
を
除
く
と
、
地

球
創
生
時
に
地
球
に
獲
得
さ
れ
た
状
態
（
存
在
度
や
組
成
・
同
位
体
比
）
が
現

在
ま
で
保
持
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
元
素
で
あ
る
。
ま
た
、

地
球
・
隕
石
な
ど
で
は
極
微
量
元
素
で
あ
る
上
に
多
く
の
同
位
体
、
と
り
わ
け

放
射
性
起
源
の
成
分
を
含
む
た
め
、
壊
変
な
ど
に
伴
う
同
位
体
組
成
の
変
化
を

検
出
し
や
す
く
、
ま
た
時
間
軸
を
入
れ
た
議
論
が
可
能
で
あ
る
。
小
嶋　

稔
氏

が
希
ガ
ス
研
究
を
始
め
た
頃
（
一
九
六
〇
年
前
後
）
は
、
希
ガ
ス
は
右
記
特
徴

を
有
す
る
故
に
、
地
球
の
形
成
や
進
化
に
は
殆
ど
関
係
し
な
い
と
い
う
の
が
世

の
常
識
で
あ
り
、
地
球
惑
星
科
学
分
野
に
お
け
る
意
義
は
、
カ
リ
ウ
ム
–
ア
ル

ゴ
ン
法
に
よ
る
年
代
測
定
な
ど
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

小
嶋
氏
は
希
ガ
ス
の
持
つ
こ
れ
ら
の
特
徴
を
逆
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
希

ガ
ス
の
地
球
惑
星
化
学
」
と
い
う
地
球
惑
星
科
学
の
一
分
科
の
創
設
と
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
た
。

希
ガ
ス
は
宇
宙
（
太
陽
）
に
お
い
て
は
決
し
て
稀
な
存
在
で
は
な
い
が
、
地

球
型
惑
星
や
隕
石
で
は
固
体
元
素
と
比
べ
て
著
し
く
欠
乏
す
る
。
欠
乏
度
は
軽

い
希
ガ
ス
（
ネ
オ
ン
・
ア
ル
ゴ
ン
）
ほ
ど
著
し
い
（
地
球
の
引
力
圏
か
ら
逃
げ

て
い
る
ヘ
リ
ウ
ム
は
議
論
か
ら
除
外
）。
こ
の
事
実
は
、
地
球
や
地
球
型
惑
星

の
大
気
は
、
形
成
時
に
ま
わ
り
に
あ
っ
た
ガ
ス
（
原
始
太
陽
系
星
雲
）
が
そ
の

ま
ま
ト
ラ
ッ
プ
さ
れ
た
（
一
次
大
気
説
）
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
こ

で
、
一
次
大
気
は
何
ら
か
の
プ
ロ
セ
ス
で
惑
星
か
ら
吹
き
払
わ
れ
、
そ
の
後
、

惑
星
内
部
か
ら
の
脱
ガ
ス
に
よ
っ
て
現
在
の
大
気
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（
ブ
ラ
ウ
ン
の
二
次
大
気
説
）。
脱
ガ
ス
は
、
火
山
活
動
に
よ
り

地
球
史
を
通
じ
て
連
続
的
に
起
き
た
と
す
る
考
え
（
ル
ー
ビ
ー
の
連
続
脱
ガ
ス

説
）
が
長
く
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
小
嶋
氏
は
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
、
大
気

は
地
球
誕
生
後
間
も
な
く
内
部
か
ら
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ク
な
脱
ガ
ス
に

よ
っ
て
大
部
分
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
「
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ク
脱
ガ
ス
説
」

を
提
案
し
た
。

提
案
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、  

K
か
ら
の
放
射
性
壊
変
成
分 

Ar
と
安
定
成

分 

Ar
と
の
同
位
体
比 

Ar
／ 

Ar
（
以
下
Ar
比
）
で
あ
る
。
原
始
太
陽
系
元
素

生
成
理
論
に
よ
る
初
期
地
球
の
Ar
比≈

〇
・
〇
〇
一
は
、
現
在
の
大
気
の
Ar

比≈
三
〇
〇
と
は
大
き
く
異
な
る
。
小
嶋
氏
ら
は
、
海
嶺
玄
武
岩
の
Ar
比
を

測
定
し
、
そ
の
値
が
一
〇
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
〇
と
更
に
大
き
い
こ
と
を
見
出

し
た
。
小
嶋
氏
は
こ
れ
ら
三
種
類
の
Ar
比
を
説
明
す
る
簡
単
な
数
値
モ
デ
ル
を

40

40

36

40

36



二
二

構
築
し
、
初
期
地
球
内
で
ア
ル
ゴ
ン
が
大
部
分 

Ar
で
あ
っ
た
時
代
に
カ
タ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ッ
ク
な
脱
ガ
ス
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
こ
の
た
め
形
成
さ
れ
た
大
気
は

 

Ar
に
卓
越
す
る
一
方
で
地
球
内
の 

Ar
は
極
端
に
減
少
し
た
こ
と
、
そ
の
後
は

地
球
内
で 

K
の
崩
壊
に
よ
る 

Ar
が
増
加
し
連
続
脱
ガ
ス
に
よ
り
大
気
も
次
第

に 

Ar
に
富
ん
で
い
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
数
値
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、

地
球
大
気
の
八
〇
％
以
上
が
地
球
誕
生
一
億
年
以
内
に
内
部
か
ら
の
カ
タ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ッ
ク
な
脱
ガ
ス
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
の
連
続
脱
ガ
ス
に
よ
り
二

〇
％
以
内
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
「
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ク
脱
ガ
ス
説
」
が
提

唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
そ
の
後
の
大
気
と
海
洋
の
起
源
・
進
化
論
の

基
礎
を
な
す
も
の
と
な
っ
た
。

小
嶋
氏
ら
は
、「
地
球
誕
生
一
億
年
以
内
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ク
脱
ガ
ス
」

を
更
に
検
証
す
る
た
め
、
天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
中
の
キ
セ
ノ
ン
を
取
り
出
し
そ

の
同
位
体
比 

Xe
／ 

Xe
（
以
下
Xe
比
）
を
測
定
す
る
と
い
う
困
難
な
実
験
を
試

み
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
多
く
は
一
〇
億
年
以
上
前
に
地
球
深
部
で
結
晶
し
、

以
後
外
界
に
対
し
て
閉
じ
た
系
を
な
す
。
測
定
さ
れ
た
Xe
比
は
六
・
七
–
七
・

五
で
あ
り
、
大
気
中
の
値
六
・
四
九
六
よ
り
も
有
意
に
大
き
い
。
こ
こ
で
、 
Xe

は 

I
の
放
射
性
壊
変
に
よ
り
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、 

I
は
半
減
期
が

一
七
〇
〇
万
年
の
消
滅
核
種
で
あ
り
現
存
し
な
い
。
上
記
Xe
比
の
測
定
結
果

は
、
地
球
内
部
か
ら
の
脱
ガ
ス
は 

I
が
消
滅
す
る
前
（
地
球
形
成
後
一
億
年

以
内
）
に
起
こ
り
、
そ
の
と
き
の
Xe
比
が
大
気
中
に
記
憶
さ
れ
る
一
方
、
取
り

36

36

36

40

40

40

129

130

129

129

129

129

残
さ
れ
た 

I
の
崩
壊
に
よ
り
地
球
内
部
の
Xe
比
は
増
加
し
た
こ
と
を
示
す
。

こ
の
実
験
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
い
う
新
奇
な
試
料
を
用
い
て
脱
ガ
ス
の
起

こ
っ
た
時
期
を
直
接
制
約
し
た
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
地
球
大
気
が
マ
ン

ト
ル
か
ら
の
脱
ガ
ス
で
形
成
さ
れ
た
と
す
る
と
、
希
ガ
ス
の
安
定
同
位
体
比

（
例
え
ば
、
ア
ル
ゴ
ン
の 

Ar
／ 

Ar
比
、
ク
リ
プ
ト
ン
の 

Kr
／ 

Kr
比
、
キ
セ

ノ
ン
の 

Xe
／ 

Xe
比
な
ど
）
は
、
大
気
と
マ
ン
ト
ル
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
海
嶺

玄
武
岩
）
と
で
値
が
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
検
証
に
あ
た
っ
て
は

小
嶋
氏
の
グ
ル
ー
プ
の
測
定
が
大
き
く
貢
献
し
た
。

惑
星
大
気
の
希
ガ
ス
の
存
在
度
パ
タ
ー
ン
に
は
著
し
い
特
徴
が
あ
る
。
第
一

に
太
陽
の
希
ガ
ス
と
比
較
し
て
、
軽
い
希
ガ
ス
（
ア
ル
ゴ
ン
、
ネ
オ
ン
）
ほ
ど

存
在
度
が
低
い
。
第
二
は
特
に
キ
セ
ノ
ン
に
顕
著
な
質
量
依
存
同
位
体
分
別
現

象
で
質
量
数
が
小
さ
い
同
位
体
ほ
ど
存
在
度
が
低
下
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
特

徴
は
、
初
期
地
球
が
微
惑
星
（
半
径
数
km
）
の
集
合
合
体
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

と
す
る
従
来
の
考
え
方
で
は
説
明
で
き
な
い
。
微
惑
星
は
空
隙
に
富
む
が
空
隙

内
の
ガ
ス
を
重
力
的
に
ト
ラ
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
方
、
惑
星
に
ま
で

成
長
す
る
と
ヘ
リ
ウ
ム
よ
り
重
い
ガ
ス
は
宇
宙
空
間
に
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る
か

ら
で
あ
る
。
小
嶋
氏
ら
は
微
惑
星
か
ら
惑
星
へ
の
成
長
過
程
に
お
い
て
、
希
ガ

ス
の
上
述
の
二
つ
の
特
徴
を
同
時
に
説
明
で
き
る
段
階
が
あ
る
こ
と
を
見
出

し
、
地
球
は
こ
の
段
階
の
天
体
（
半
径
六
〇
〇
km
程
度
）
が
多
数
集
ま
っ
て
で

き
た
と
す
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
今
も
希
ガ
ス
の
元
素
組

129

38

36

86

84

128

130



二
二

成
・
同
位
体
組
成
を
同
時
に
説
明
す
る
唯
一
の
地
球
形
成
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら

れ
る
。

以
上
、
小
嶋
氏
は
希
ガ
ス
を
用
い
て
、
地
球
大
気
の
起
源
と
進
化
の
解
明
に

始
ま
り
太
陽
系
に
お
け
る
惑
星
の
形
成
過
程
の
理
解
ま
で
、
地
球
科
学
・
惑
星

科
学
の
基
本
的
課
題
に
独
創
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
、
目
覚
ま
し
い
成
果
を

挙
げ
た
。
ま
た
希
ガ
ス
地
球
化
学
・
宇
宙
化
学
の
バ
イ
ブ
ル
的
教
科
書
の
出
版

を
通
じ
て
分
野
の
全
体
的
進
展
に
も
寄
与
し
た
。
こ
う
し
た
業
績
に
対
し
国
の

内
外
か
ら
数
多
く
の
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
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